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D 175 大郷物寿衣哀感[zついて・,一考症（第二報）

蓼i*- 3-大家吹　○石叶薫束子　珂村まち子

被　服　207

　目的　大政女物奪衣長弟（ゆかた) Id、ずS) 構成で力ろ。そのため、似作にあ化っ7 は、

立付梯^,の禰服（斉雁）ほど、細零げあたい

弟乙Z-^り、瀋物雄ふか羞いヽ寿c' - あってぱ、羞物£薦岡寸ろ煮|こそ騨暇感億tり仏u

n. と｡弟物め寸iま刀訥ノかたしっい1 i-i、いくつか・問寿力唯しｰてさ-Tい^ . M上のこ乙l-z

■Mbト第- 報k か、て咳漸につい-T ・）考疹£/吸開|札衣、^芦腱では、嘸作の上で顛む

関係かあう乙考えら､れろでめ・･巾で、。身幅I--.つヽぺ嘴酋i '5 こ^ -i-B 約t （ft、

　大池　誉立す^宍営卓欧ず卯・双服裡戌和裁､り酋業^舟岩^石卑いて、済向海髪作(

ｔﾚわか花t為哨けヽしこうt、鴨□あ線( 脇柾い）。を署と遠目ド了親球-e行、化、ゆか

ち駄作のため・身幅の浙寸方銭は、蹟雅球n咽べ沁^ ぷぐゆいﾉ) と-^幅＝腰図xμいこ

よ。て剥象考各台の吋破t I 凱観脊れ罪＼ り、身幅'H,仁趨幅寸遂に

ぶ・、ダlib V.りーめ可ぎにっい1 t,* 察-t おっ裔･

　絃歌　徊年老の様(^さ掌勢から、肺線びあ/こ矛）をざtい3 と｡厖ふ>A-5 烏が勿おいた。

これは、稜幅ヒぶ≪。のゆろみt入敵-lい^為h考えらみろ。付稗詐師上こ寸う乙t /こJ=’り、

漸々j吃漸瓦（りった。そのだめ、俤秘旧らった寸法■tそのまま欣幅十P い-3 t 扁幅i^ 股幅

の鳶漸大さ<､心') なｲif k支陣芦瞳じ-i めでi aヽ､のゆi. ﾉ''5 が!"<■事t ゛J，゛j いJ の7- S i.

　今捷こ<7) よう々が;?. £肪ぐたタ･回ま、謄幅●妓症ぢけでは力へ鍵製の仕が布布の城巾

1いっい1 練紅ife.加之、It には祐^盆I':対すう考之オにも£ 直しか必奪であろ乙思あ氏う.
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地直し処理）

ある

卜時

試料

着目

ヨコ

にＳ

よる

する

よび

境に

目曲

て減

門家

布の

張り

ける

布伸

件で

かを知ろうとした，

の布の伸長率のみ

布の布構造（布の

した.

糸方向の伸長率Ｓ

(F）の方がE (W）

布の伸長を表わす

に従って相当大き

弧形度はいずれの

ー転してこれらは

がりはＶ字形の傾

少するのでそのぶ

の通常行う地直し

かたさを増してい

に対して布の空隙

からであると考え

長の増大により布

あるとも言える。


